
令和8年５月２1日〜7月1６日（全８回） 埼玉大学大学会館

令和8年度

地域社会の中の
ダイバーシティ（多様性）

＠埼玉大学



趣旨

地域社会は多様な人たちによって構成されていますが、物事を決める場には、

女性が少なく、男性が多いといった性別による偏りや、障害がある人への合理的

配慮の欠如など、現実には様々な課題が存在しています。

この講座では、多世代の対話をベースに、地域の中のダイバーシティに目を向

け、現に生じているジェンダーをはじめとする課題などに焦点を当て、一人ひと

りが多様な選択肢を持ち生きていける地域社会のあり方や課題の解決策につい

て考えあう時間をつくっていきます。



プログラム ※時間はいずれも10：40〜1２：１0

詳細講師内容日程

「意思決定過程への参画の現状」瀬山氏講義＆グループワーク5/211

「地域課題を解決する実践について」高橋氏ゲスト講師 講義5/282

参加者でグループづくり・関心のあるテーマを決める瀬山氏グループ／テーマの決定6/113

参加者同士で、テーマについて調べてきたことを出し合う瀬山氏テーマについてのディスカッション6/184

参加者同士で、テーマについて深める・課題発表に向けた準備瀬山氏テーマについてのディスカッション6/255

参加者同士で、課題発表の準備瀬山氏課題発表の準備7/26

参加者同士で、課題発表の練習瀬山氏課題発表の練習7/97

課題発表・講評・ふり返り
【講評者】
・さいたま市議＊
・イクボス共同宣言事業者＊＊

瀬山氏発表＆講評7/168



講師

・瀬山 紀子 氏（埼玉大学ダイバーシティ推進センター准教授）

大学院で社会学・ジェンダー論を専攻後、大学等で講師をしながら台東区、港区、埼玉県

の男女共同参画推進センターで事業コーディネーターとして勤務。2022年6月より現職。

共著書：『障害があり女性であること: 生活史からみる生きづらさ』（2023）、『災害女性学

をつくる』（2021）。

・高橋 多佳子氏（一般社団法人コンパスナビ 理事）

一般社団法人コンパスナビ創設時から今日まで、社会的養護出身者アフターケア事業の

確立に携わる。社会的養護を経験した若者たちの支援をするメンバーの後方支援、生活再

建を目指す女性支援、刑余者の自立更生を担っている。



講義

＜女性の参画＞というテーマを考える

瀬山 紀子 氏

（埼玉大学ダイバーシティ推進センター准教授）



講 義

◆ダイバーシティの推進という課題

１）ダイバーシティ／多様性の推進という課題は、現にある「画一性」と「排除」について考えていくこと

・社会の制度は、マジョリティにとって生活しやすく、マイノリティの人たちには生きづらさをもたらしている

・制度設計や環境づくりの場に、誰の声が反映され、誰の声が反映されていないかを考えていく

２）決めごとの場の画一性について考えるために性別による偏り（ジェンダー）に視点を置くこと

・さまざまな決めごとの場はどのような構成になっているのかを、特に性別による偏り（ジェンダー）に

視点を置いてみていくこと

・政策・方針決定過程への女性の参画、現状はまだ偏りがある

３）いまの社会のなかにある課題にどう気づくか

・自分のなかに他者の視点をもつこと

・社会のなかの自分の立ち位置を確認すること



ゲスト講師 講義

「地域課題を解決する実践について」

地域における女性支援と自立準備ホームの実践

高橋 多佳子 氏（一般社団法人コンパスナビ 理事）

～安心できる居場所から、

未来への一歩をともに～



ゲスト講師 講義

一般社団法人コンパスナビについて

埼玉県さいたま市と久喜市を拠点に、

①社会的養護下にあるこどもたちや社会的養護を経験した若者

②被虐待経験等がありながらも、事情により養護を受けられなかった若者

③自立更生を目指す刑余者（罪を犯した経験のある人）

を主な対象とした支援活動を行っている。



ゲスト講師 講義

【主に実施している支援の内容】

就労支援・・・職業適性検査や仕事体験、就職情報誌の発行等

住居支援・・・住宅確保要配慮者の住まい探しのサポート

生活・自立支援・・・親に頼れない若者たちの生活上の様々な困り事への対応

居場所事業・・・社会的養護出身者を対象としたクローバーハウスの運営

イベント・セミナー・・・キャンプや農業体験、工場見学など様々なイベントの開催

「孤独・孤立」を、地域の「温もり」でやわらげる。



成果報告 テーマ

◆教育におけるジェンダーバイアスについて

◆『働き方』について

～インタビューから見えた課題の検討～

◆障がい者の現状と適切な支援について

◆市議会議員の多様性を考える

～「個人的」なことは「政治的」なこと～



成果報告会 講評者

・「さいたまミモザの会」より

稲川議員、西山議員、鳥羽議員

・さいたまイクボス共同宣言事業者より

株式会社埼玉りそな銀行 人財サービス部 友松 秀索 様

損害保険ジャパン株式会社 埼玉支店・埼玉中央支店

地域貢献推進部長 出水 祐樹 様

【参加のみ】

相川議員、佐々木議員、池田議員



講評より

• 政治については、議会の傍聴に一度足を運んでみると視野が広がると思う。

• おもちゃのラベリングについては、自分に置き換えても考えさせられた。

• 市のホームページを見やすくしてほしいという意見やチャットボットの見直しを

望む意見に同意した。

• 議会の傍聴が可能なモニターの設置については、ぜひ参考にさせていただきたい。

• 男女別学問題について、歴史的背景をもう少し調べていただきたいと感じた。

• 政治について語れるような議会カフェという提案がとても良いと感じた。



参加者感想より

• 大人数で、学生と市民が一緒に1つのテーマをまとめることはとても大変でしたが、お互いを思い、お互

いにできることを考えながら、発表することができたと感じています。

• 多様性は人権問題、政治は生活。これから社会に出る若者が、実社会で取組んで活動している方々の話を

聴いて知ったり多世代で対話する、これがこの講義の一番のポイント。

• 今回は貴重な機会をありがとうございました。学ばなければいけないのは、私達中年以降の世代だと思

いました。社会人や地域の方が多様性について学ぶことは、これからますます必要だと感じました。

• 世代や背景、立場を超えて多様な意見交換が出来る場所は貴重な体験となりました。

• 自分とは異なる考えや背景を持つ人との対話を重ねることが、多様性を尊重し、誰もが安心して暮らせる

地域社会をつくるために必要であると学びました。

• 学生さんや社会人の方々との出会いは、良い思い出になり、また、それらの出会いは私の感性を磨いてく

れるとつくづく思いました。



報告者プレゼン資料

成果報告会

「地域社会の中のダイバーシティ」












































